
議題：大田区立道塚小学校 第 6 回学校運営協議会 

日時：2023 年 3 月 3 日（土曜） 11:00- 

場所：道塚小学校 2 階 家庭科室 

出席： 

（委員） 

河合会長、横山委員、岩井委員、花島委員 

鶴岡委員、野崎委員、多田委員、瀬尾委員、梨本委員 

安田委員、宮城委員、須田委員、細川委員（記） 

（学校） 

大場校長、藤田副校長、先生方 

 

議事内容： 

◆会長挨拶 

→今年度最後の学校運営協議会よろしくお願いします。 

→来年度に向けて場所の確保の話がある 

 

◆校長挨拶 

→CS モデル校として活動、来年 3 年目を迎える。 

 →地域の方たちに有効な情報、コミュニティスクールとしての情報を提供していきたい。 

 

（報告・協議事項） 

◆今年度の成果と課題について 

●子ども達の成果と課題 

 →子ども達は表現しようとする意欲が高い。 

 →カンブリア宮殿のディレクターに来てもらうなど地域人材の活用、本物との出会いがあった。 

 →外部人材がくると先生たちも感動する。 

 →課題として、学ぶ意欲の二極化が懸念される。 

 

●先生方の成果と課題 

 →研究発表もあり意欲があった。 

 →課題として、展覧会を終えて大変になった。 

  →産休の先生に対し、欠員のままで補充ができない。 

  →学校ができる範囲を越えた要求にうろたえることがあった。 

→例として、下校中に児童がけが保護者から犯人を見つけて指導してくれの要求があった。 

→調べるにも、先生・子ども達ともに限界がある。 

 →学校の範囲を超えているものは警察に届けを出すことでどうか？ 

  →被害届を出すことでよいと思う（全委員）。 

 →授業中に教室から離れてしまう子が少なくなく、副校長が対応しなければならないことが度々あった。 

 →臨時保護者会をやった学年がある。 

 →保護者からの話では、先生の指導により不登校気味になった。 

→担任と保護者が話をしたことで解消したところもあるが残ったところもある。 

→保護者会はやったことに意義はある。 



   →保護者の不安なところに対して学校の考えは伝わったと思う。 

 →「昭和の教育」は通用しないと保護者との話の中であった。 

 →昭和の教育：相手に伝わらない、ゴリ押し 

→令和の教育：今の子に伝わる教育 

→本質は変える必要はないが、今の保護者が何を望んでいるか考える必要はある。 

 

●学校の成果と課題 

 →区の保護者アンケートの結果に以下のような話があった。 

 →子どもにとって楽しい授業が大事 

  →信頼感にもとづくところが大事 

→年度末だが集金が集まらず〆られない。 

 

→音楽専科の先生がコーラス指導をやっているので、土曜日が出になる。 

 →音楽専科の先生にやらせるのでなく、地域の先生でもよいと考える。 

 →地域の先生を探して欲しい。 

→研究校として来年度、高学年専科制を考えている。 

  →道徳、英語、学級、総合、国語は担任がやる。 

 →いろいろな先生に教わるのは、子どもたちの意識向上によい。 

 

 →異動で他校からくる先生で、高学年をもてる人が少ない。 

 →自校の中で、高学年をもてる先生を育てる。 

  →自前で、子どもを育てる、先生を育てることは、道塚小学校に必要な仕組み。 

 →育て甲斐のある先生をもらうべき。 

→学校運営協議会として教育委員会（指導課）に意見を上げる・ 

 →担任制、1 年間で担任がかわるので先生と子どもの間で信頼感をつくるのが難しい。 

 →子ども同士の信頼感も難しい、特に、発達障害の子どもにはきつい。 

 

→不登校の子どもの一時退避場所として、道塚ルームをつくりたい。 

 →区の施策として各校につくる話があり、予算が少しでる。 

  →いじめは少なからずある。 

→保護者から苦情があり、先生がみつけて指導したこともあった。 

 →全体の保護者会で話をする。みんなで子どもの話を共有する。 

 

 

◆学校運営協議会規程について 

→「大田区学校運営協議会規則」の内容について確認した。 

 →来年度も、このメンバーに委員をお願いしたい。 

 →第 4 条 協議会の委員 (2)在籍する児童の保護者とあるように、 

  当事者として、保護者・父親もいれていきたい、推薦する方があれば学校へ言って欲しい。 

→「令和 5 年度 教育課程について」を教育委員会へ提出する。 

 →内容について読んでおいてもらいたい。 

 



 

◆地域学校協働活動及び学校運営協議会についての補助金交付要綱について 

 →大田区からの「補助金交付要綱」の内容について確認した。 

  →これまで学校支援コーディネータに支払われていた補助金に加えて 

   教育支援活動や研修等に最大 12 万円交付される。 

  →令和 5 年度での活用を考えておいてもらいたい。 

 

◆令和 5 年度の学校教育活動及び学校運営協議会スケジュールについて 

 →令和 5 年度「学校行事予定表」にて学校運営協議会の日程を確認した。 

  →学校運営協議会の開催時間を 10:00-11:30 とする。 

 →日程は、以下を計画している 

   ・第一回 4 月 22 日（土）10:00- 

 ・第二回 7 月 8 日（土）10:00- 

 ・第三回 8 月 30 日（水）15:00- ★時間が異なるので注意 

 ・第四回 12 月 9 日（土）10:00- 

 ・第五回 1 月 20 日（土）10:00- 

 ・第六回 3 月 9 日（土）10:00- 

 

◆教職員挨拶 

 →各先生方から令和 4 年度のトピックと地域・学校運営協議会へのお礼の話があった。 

 →教職員の異動について、今年は 3 月 22 日に発表される。 

→修了式の時に先生方とのお別れ会をする。 

 

◆その他 

→主事さんのお陰で、駐輪場がきれいになった。 

→令和 5 年度から、牛乳パックが変更されストローなしになる。 

→令和 5 年度から、マスクなしの生活にかわる。 

 →基本、教育委員会（指導課）からのルールに従う。 

 →令和 4 年度 卒業式は、3 月 23 日（木曜） 

→子ども・先生はマスクなし、保護者・その他はマスク着用 

 

以 上 

 

次回：2023 年 4 月 22 日（土曜）10:00～ 令和 5 年度 第一回学校運営協議会 


